
 
次期総合計画策定に係るこれまでの取組内容 

 
 

実施年度 主 な 取 組 内 容 

平成 29年度 

 

基礎調査 （H30年 1～3月） 
 
・社会情勢の動向に関するデータの収集、整理及び分析 

・本市の現状調査・分析及び特性の分析 

・現総合計画の検証・分析及び課題の整理 

・個別計画の整理及び次期計画への影響の分析 
 

平成 30年度 基本理念評価 （H30年 5～12月） 
 
・現総合計画の進捗状況の確認及び次期総合計画策定に向けた課題整理 

 

市民ワークショップ （H30年 7～9月） 
 
・市民が考える「茅ヶ崎市の将来」を明らかにする 

・「市民の想い」を計画に反映する 

・公募による市民を対象に全 4回の日程で実施 
 

作業部会（庁内職員）ワークショップ （H30年 10～11月） 
 
・目指すまちの姿の検討 

・「行政のミッション」、「今後の行政運営」を考える 
 

市民討議会 （H31年 3月） 

 

・市民が考える「茅ヶ崎市の将来」を明らかにする 

・「市民の想い」を計画に反映する 

・無作為抽出による市民を対象に実施 
 

市内活動団体からの意見聴取 （H31年 3月） 

 

・次期総合計画の将来像の実現や、これからのまちづくりに関する具体的な取

組みアイデアについて意見交換を行う 

・「安全・安心・コミュニティ」「地域共生」「子ども・若者支援」「環境・まちづくり」

をテーマに全 2回の日程で実施 

・ちがさきサポートセンターに団体登録をしている市内活動団体を対象に実施 
  

 次期総合計画骨子の検討 （通年） 

 

・「計画の構成」「将来都市像」「市政運営の基本姿勢」「政策目標」「計画の進

行管理」などについて、市民参加結果や庁内検討結果等を踏まえ検討 
 

 

令和元年 5 月 1 7 日（金） 

第 5 回 総合計画策定会議・幹事会 
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